
３
０
０
０
人
が
訪
中
し
人
民
大
会
堂
で
友
好
交
流
大
会

習
近
平
主
席
も
登
壇
し
民
間
交
流
の
強
化
を
確
認

　
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
と
全
国
旅
行
業
協
会（
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
）、日
本
観
光
振
興
協
会（
日
観
振
）の
３
団
体
に
よ
る
日
中
観

光
文
化
交
流
団
の
３
１
６
２
人
が
中
国
を
訪
れ
、５
月
23
日
に
北
京
の
人
民
大
会
堂
で
開
催
さ
れ
た
日
中
友

好
交
流
大
会（
日
中
観
光
交
流
の
夕
べ
）に
参
加
す
る
な
ど
、日
中
間
の
観
光
交
流
拡
大
に
向
け
て
大
き
な

成
果
を
収
め
ま
し
た
。同
大
会
で
は
、中
国
の
習
近
平
国
家
主
席
が
登
壇
し
て「
民
間
交
流
を
強
化
し
、両

国
関
係
の
改
善
と
発
展
の
た
め
に
条
件
と
環
境
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
」と
強
調
す
る一
方
、交
流
団
の
名

誉
団
長
を
務
め
た
二
階
俊
博
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
会
長
は「
日
中
関
係
を
支
え
て
い
る
の
は
、時
々
の
政
治
情
勢
に
左

右
さ
れ
な
い
民
間
レ
ベ
ル
の
深
い
人
的
関
係
だ
」と
指
摘
し
ま
し
た
。

3
0
0
0
人
の
参
加
者
に
直
接

語
っ
た
習
主
席

　

友
好
交
流
大
会
の
冒
頭
で
挨
拶
し
た
習
主

席
は
、「
友
あ
り
遠
方
よ
り
来
る
、ま
た
楽
し
か

ら
ず
や
」と
い
う
孔
子
の
言
葉
を
引
用
し
、「
日

本
の
各
界
か
ら
3
0
0
0
人
が
遠
方
よ
り
来

て
、北
京
の
人
民
大
会
堂
に
集
ま
り
、中
国
側

と
共
に
中
日
友
好
大
会
を
開
い
た
こ
と
は
、近

年
の
両
国
民
間
交
流
に
お
け
る
盛
事
で
あ
り
、

大
き
な
喜
び
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
だ
」と
語

り
、交
流
団
の
訪
中
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

　

習
主
席
は
日
中
両
国
の
関
係
に
つ
い
て
、「
一

衣
帯
水
で
2
0
0
0
年
余
り
に
わ
た
り
平
和

と
友
好
が
両
国
人
民
の
心
の
主
旋
律
で
あ
る
」

と
い
う
見
解
を
示
し
、2
0
0
9
年
に
日
本
を

訪
れ
た
際
に
は「
両
国
人
民
の
途
切
れ
る
こ
と

の
な
い
文
化
的
根
源
と
歴
史
的
つ
な
が
り
を
直

接
感
じ
た
」と
振
り
返
って
い
ま
す
。

　

ま
た
、日
中
友
好
事
業
の
意
義
に
つい
て
、習

主
席
は「
歴
史
が
証
明
し
て
い
る
よ
う
に
、両
国

と
両
国
人
民
に
と
って
有
益
で
、ア
ジ
ア
と
世
界

に
と
って
も
有
益
で
あ
り
、わ
れ
わ
れ
は一層
大

切
に
し
、心
か
ら
守
り
、努
力
を
続
け
て
い
く
べ

き
も
の
」と
指
摘
。「
隣
人
を
選
ぶ
こ
と
は
で
き

る
が
、隣
国
を
選
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
」と
語
っ

た
習
主
席
は
、「
中
日
友
好
の
基
盤
は
民
間
に

あ
り
、中
日
関
係
の
前
途
は
両
国
人
民
の
手
に

握
ら
れ
て
い
る
」と
訴
え
、「
両
国
関
係
の
発
展

が
順
調
で
な
い
時
ほ
ど
、両
国
各
界
の
人
々
が

積
極
的
に
行
動
す
る
必
要
が
あ
り
、双
方
が
民

間
交
流
を
強
化
し
、両
国
関
係
の
改
善
と
発
展

の
た
め
に
条
件
と
環
境
を
整
え
る
必
要
が
あ

る
」と
強
調
し
ま
し
た
。

日
中
関
係
を
支
え
る
の
は
深
い

人
的
関
係

　

二
階
会
長
は
、訪
中
団
が
習
主
席
の
臨
席

す
る
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
招
か
れ
た
こ
と
に
謝
意

を
表
明
す
る
と
と
も
に
、「
こ
れ
ま
で
日
中
関

係
が
良
い
時
も
悪
い
時
も
、日
中
間
の
観
光
交

流
や
地
方
交
流
な
ど
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

き
た
」と
語
り
、「
日
中
関
係
を
支
え
て
い
る
の

は
、時
々
の
政
治
に
左
右
さ
れ
な
い
民
間
レ
ベ
ル

の
深
い
人
的
関
係
だ
」と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

3
0
0
0
人
を
超
え
る
今
回
の
訪
中
団
に
つい

て
も
、「
こ
う
し
た
信
念
に
基
づ
く
決
断
で
あ

り
、参
加
者
一人
一人
が
自
ら
の
意
志
で
参
加
し

て
い
る
こ
と
に
民
間
大
使
と
し
て
の
意
義
が
あ

友好交流大会の余韻に浸りながら人民大会堂を後にする日中観光文化交流団の参加者ら
日中観光文化交流団の 3162 人が一堂に会した友好交流大会では、習主席が参加者らに手
を振って歓迎の気持ちを表しました

満面の笑みで二階会長と手を取り合う習主席

習主席「日中双方で民間交流の強化を」



日中友好交流大会
3000人の民間大使が集結

る
」と
い
う
考
え
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
回
の
訪
中
団
に
は
、国
会
開
会
中

の
週
末
と
い
う
合
間
を
縫
っ
て
林
幹
雄・衆
議

院
議
員
運
営
委
員
長
な
ど
23
人
の
超
党
派
の

国
会
議
員
団
が
参
加
し
た
ほ
か
、北
海
道
の
高

橋
は
る
み
知
事
、福
井
県
の
西
川
一誠
知
事
、奈

良
県
の
荒
井
正
吾
知
事
、埼
玉
県
の
上
田
清
司

知
事
を
は
じ
め
、地
方
自
治
体
か
ら
も
多
く
の

関
係
者
が
参
加
し
た
こ
と
か
ら
、二
階
会
長
は

「
日
中
間
の
議
員
間
交
流
や
地
方
間
交
流
の

層
の
厚
さ
を
示
す
と
と
も
に
、日
中
交
流
に
対

す
る
日
本
側
の
熱
い
思
い
を
象
徴
す
る
も
の
」

と
な
っ
た
こ
と
も
強
調
し
て
い
ま
す
。

民
間
宣
言
で「
日
中
交
流
に
尽

力
」誓
う

　

さ
ら
に
、二
階
会
長
は
青
少
年
交
流
を
推
進

す
る
こ
と
の
重
要
性
に
も
言
及
し
、東
日
本
大

震
災
の
後
に
日
本
か
ら
5
0
0
人
の
子
ど
も

達
が
海
南
島
に
招
待
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

中
国
か
ら
も
5
0
0
人
の
子
ど
も
達
を
日
本

に
招
待
し
、「
日
中
友
好
の
実
を
上
げ
て
い
き

た
い
」と
い
う
意
向
を
示
し
て
、民
間
交
流
の
推

進
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
性
を
改
め

て
訴
え
て
い
ま
す
。

　

友
好
交
流
大
会
で
は
、日
中
観
光
文
化
交

流
団
の
団
長
を
務
め
た
画
家
の
絹
谷
幸
二
氏

が
、「
今
回
の
活
動
が
両
国
民
間
交
流
を
よ
り

一
層
拡
大
さ
せ
る
起
爆
剤
と
な
り
、さ
ら
に
は

両
国
関
係
全
体
の
改
善
と
発
展
を
促
進
す
る

も
の
と
な
る
こ
と
を
強
く
希
望
す
る
」と
謳
っ
た

「
日
中
友
好
交
流
大
会
民
間
宣
言
」を
読
み

上
げ
ま
し
た
。

　

民
間
宣
言
は
、日
中
文
化
観
光
交
流
使
節

団（
2
0
0
0
年
）や
日
中
国
交
正
常
化
30

周
年
記
念
事
業（
2
0
0
2
年
）、日
中
双

方
向
3
万
人
交
流
事
業（
2
0
0
7
年
）、

弘
法
大
師
空
海
を
偲
ぶ
日
中
交
流
使
節
団

（
2
0
1
2
年
）な
ど
に
も
ふ
れ
、「
こ
れ
ら
の

交
流
事
業
が
日
中
関
係
の
改
善
と
発
展
に
大

き
く
寄
与
し
て
き
た
」と
評
価
。「
こ
れ
か
ら
も

そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い

て
、世
々
代
々
、子
々
孫
々
の
日
中
交
流
に
尽
力

し
て
い
く
こ
と
を
、こ
こ
に
誓
う
も
の
で
あ
る
」

と
結
ん
で
い
ま
す
。

国
民
に
伝
え
た
い
中
国
の
奥
深

い
魅
力

　

J
A
T
A
の
田
川
博
己
会
長
は
5
月
24
日
、

北
京
の
日
本
大
使
館
で
行
わ
れ
た
日
中
観
光

文
化
交
流
団
の
記
者
会
見
で
、今
回
の
交
流
団

に
よ
る
訪
中
を「
新
た
な
日
中
間
の
交
流
が
始

ま
る
と
い
う
記
念
す
べ
き
も
の
に
し
た
い
」と
述

べ
、今
後
の
中
国
市
場
に
お
け
る
日
本
か
ら
の

旅
行
商
品
開
発
に
強
い
意
欲
を
示
し
ま
し
た
。

　

田
川
会
長
は
、世
界
遺
産
を
中
心
と
す
る
現

在
の
観
光
パ
タ
ー
ン
に
加
え
て
、「
地
域
の
生
活

文
化
を
見
聞
し
た
り
体
験
し
た
り
と
い
う
最

も
大
切
な
交
流
の
あ
り
方
を
重
視
し
て
、新
し

い
中
国
を
ど
う
見
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
極

め
な
が
ら
、都
市
型
観
光
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
成
長
し
た
上
海
に
つい
て
は
、ヨ
ー
ロッ

パ
の
都
市
と
同
じ
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
も
試
み

る
な
ど
、国
民
の
皆
さ
ん
に
中
国
の
奥
深
い
魅

力
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
努
力
を
重
ね
て
い
き
た

い
」と
語
って
い
ま
す
。

　

特
別
顧
問
と
し
て
交
流
団
に
同
行
し
た
日

本
経
済
団
体
連
合
会
の
御
手
洗
富
士
夫
名
誉

会
長
は
、政
治・経
済・文
化
な
ど
様
々
な
分
野

で
の
交
流
を
図
っ
た
今
回
の
訪
中
の
意
義
を
高

く
評
価
。「
お
互
い
の
国
を
体
験
し
、歴
史
や
文

化
を
実
感
す
る
こ
と
が
相
互
理
解
を
深
め
、信

頼
関
係
に
結
び
つ
い
て
い
く
」と
指
摘
し
て
、観

光
交
流
の
拡
大
に
期
待
を
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、二
階
会
長
は
中
国
国
家
旅
游
局
の

李
金
早
局
長
と
の
懇
談
な
ど
も
踏
ま
え
て
、

「
李
局
長
と
具
体
的
に
様
々
な
こ
と
を
計
画

し
て
、日
本
と
交
流
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
い

う
中
国
側
の
考
え
を
実
践
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
」と
語
り
、A
N
T
A
と
し
て
も

J
A
T
A
と
共
に
中
国
を
訪
れ
る
日
本
人
旅

行
者
の
拡
大
に
力
を
入
れ
る
意
向
を
示
す
と

同
時
に
、日
中
間
に
お
け
る
観
光
交
流
の
発
展

に
強
い
自
信
を
表
明
し
て
い
ま
す
。

二階会長「ANTAとJATAで訪中日本人旅行者の拡大を」

絹谷団長「観光・文化交流を日中関係の礎に」

御手洗名誉会長「相互理解による信頼関係の構築を」

田川会長「新たな日中間交流の始まりへ」

日観振の山口範雄会長「地域間連携の繋ぎ役に」



日中友好交流大会
シンポジウム＆商談会も大盛況

観
光
・
文
化
・
経
済
の
各
分
野
で
交
流
事
業
を
実
施

知
事
ら
登
壇
し「
地
方
創
生
観
光
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」も
開
催

　

今
回
の
日
中
観
光
文
化
交
流
団
は
、

昨
年
11
月
に
上
海
で
開
催
さ
れ
た
太
田

昭
宏
国
土
交
通
大
臣
と
李
金
早
国
家
旅

游
局
長
と
の
会
談
で
、2
0
1
5
年
と

2
0
1
6
年
の
2
年
間
に
日
中
間
の
交

流
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
具
体
化

し
て
い
く
こ
と
で
合
意
し
た
の
を
受
け
、

中
国
側
の
全
面
的
な
協
力
に
よ
り
実
現

し
た
も
の
で
す
。5
月
22
日
か
ら
24
日
ま

で
の
基
本
日
程
期
間
中
、北
京
で
は
観

光・文
化
・経
済
の
各
分
野
で
、様
々
な
交

流
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

5
月
22
日
は
、
日
本
貿
易
振
興
機

構
（
J
E
T
R
O
）
の
主
催
に
よ

る
「
観
光
分
野
に
お
け
る
対
日
投
資

セ
ミ
ナ
ー
」
と
日
本
政
府
観
光
局

（
J
N
T
O
）
の
主
催
に
よ
る
中
国
旅

行
会
社
と
の
商
談
会
が
開
か
れ
た
の
に

続
き
、
J
N
T
O
と
中
国
対
外
文
化
交

流
協
会
の
共
催
に
よ
る
「
日
中
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
・
観
光
・
文
化
交
流
会
」
も
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
5
月
23
日
に
は
、

中
国
国
家
旅
游
局
が
「
地
方
創
生
観
光

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
主
催
し
た
ほ
か
、

J
N
T
O
が
23
日
と
24
日
の
2
日
間
に

わ
た
り
一
般
市
民
を
対
象
に
「
ビ
ジ
ッ

ト
ジ
ャ
パ
ン
F
I
T
ト
ラ
ベ
ル
フ
ェ

ア
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

事
前
ア
ポ
イ
ン
ト
制
に
よ
る
中
国
旅

行
会
社
と
の
商
談
会
に
は
日
本
か
ら
Ｊ

Ａ
Ｔ
Ａ
会
員
旅
行
会
社
な
ど
68
団
体
と

中
国
側
38
団
体
が
参
加
し
た
ほ
か
、
多

く
の
北
京
市
民
が
来
場
し
た
F
I
T
ト

ラ
ベ
ル
フ
ェ
ア
に
も
日
本
か
ら
参
加

し
た
自
治
体
な
ど
45

団
体
が
ブ
ー
ス
出
展

し
、
今
年
5
月
に
単

月
と
し
て
は
過
去
最

高
の
40
万
人
が
訪
日

し
た
中
国
人
旅
行
者

の
さ
ら
な
る
拡
大
に

向
け
て
、
日
本
の
観

光
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
ま
す
。

　

中
国
国
家
旅
游
局

が
主
催
し
た
「
地
方

創
生
観
光
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
は
、
日
本
と

中
国
の
間
に
お
け
る

観
光
新
時
代
に
向
け

て
、
地
方
観
光
の
魅

力
や
課
題
に
つ
い
て

知
見
を
共
有
し
、
地

方
創
生
に
お
け
る
観

光
の
役
割
を
考
え
な

が
ら
、
日
中
間
の
新

た
な
地
方
間
連
携
の
可
能
性
を
探
り
ま

し
た
。
日
本
側
か
ら
は
、
北
海
道
の
高

橋
知
事
、
埼
玉
県
の
上
田
知
事
、
福
井

県
の
西
川
知
事
、
奈
良
県
の
荒
井
知
事

の
4
氏
が
登
壇
し
、
「
外
国
人
観
光
客

誘
致
と
地
方
の
課
題
」
「
観
光
分
野
に

お
け
る
日
中
地
方
連
携
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
中
国
各
省
の
観
光
政
策
担
当
者

ら
と
意
見
を
交
わ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
5
月
23
日
に
は
、
関
連
行
事

と
し
て
在
中
国
日
本
大
使
館
の
主
催

に
よ
り
大
使
公
邸
で
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

〝
Y
o
k
o
s
o 

N
i
p
p
o
n
〞

も
開
催
さ
れ
、
中
国
に
進
出
し
て
い
る

日
本
企
業
が
ブ
ー
ス
を
出
展
し
て
製
品

の
紹
介
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

奈良県・荒井知事「地域の独自性を前面に」 福井県・西川知事「ぜひ本場の越前ガニを」 埼玉県・上田知事「東京に近い日本の故郷へ」 北海道・高橋知事「青少年交流の拡大に便宜を」

22日の交流会では中国と縁の深いコシノジュンコさんのファッションショーが注目を集め（右上）、商談会（右下）とト
ラベルフェア（左上）の熱気あふれる雰囲気は訪日需要のさらなる拡大を確信させるものでした。23日と 24日には、通
常の開門時間前に訪中団による故宮への入場も許可されるなど、中国側の歓迎ぶりを印象づけました。記念写真におさま
る役員の皆さん（左下）


